
平成２９・３０年度 
社会教育委員会議 建議 

「すべての人が学び、生かし、支え合える地域社会づくりのために 
         ～地域課題をとらえ、どう解決に向けていくか～」 

  第１章 埼玉県における社会教育の状況と地域課題 

 １ 社会教育における「地域課題解決学習」の位置付け 

  第２章 様々な地域課題の解決に向けた糸口となる共通の着眼点 

  第３章 地域課題の解決に向けた社会教育としての取組例 

  第４章 地域課題の解決に資する特色のある実践 

 
 
 

 ６つの地域課題に対する５つのアプローチの具体策 
 例）「防災教育」×「仕掛ける」 
  より多くの世代が参加できるように、子供が防災に関する知識や技能等を楽しく学ぶことができる 
 内容を取り入れる。 
 例）「アクティブシニアの活躍や高齢者の支援」×「練り上げる」 
  社会教育施設等において、学習者が次の講座の企画・立案、運営等に参画する等、学びの成果の活 
 用までを見通した学習プログラムを設定する。 

６つの「地域課題」 
  １ 地域の防災教育  ３ 家庭や地域の教育力を生かした学習支援  ５ 障害者の学習支援 
  ２ 子育て支援    ４ アクティブシニアの活躍や高齢者の支援  ６ 国際交流、多文化共生 

 ４ 社会教育における「地域課題解決学習」を推進するために県に求めるもの 

 ２ 地域課題の解決に資する社会教育のプロセス 

 ３ 地域課題の解決に向けた糸口となる共通の着眼点 

地域課題解決学習：地域住民が地域コミュニティの将来像や在り方を共有し、その実現のために 
解決すべき地域課題とその対応について学習し、その成果を地域づくりの実践につなげる「学び」 
 

   平成２９年３月 文部科学省 学びを通じた地域づくりに関する調査研究協力者会議 
           「人々の暮らしと社会の発展に貢献する持続可能な社会教育システムの構築に向けて（論点の整理）」 

 ・社会教育委員…設置：５９自治体、設置率：９３．７％。会議開催数：平均３．１回 
 ・社会教育主事…発令：３４自治体、配置率：５４．０％（全国的に配置率は年々低下している） 

 （１）地域課題解決学習モデル事業による本建議の効果検証及び普及・啓発 
 （２）地域課題解決に資する人材の養成及びフォローアップ（人づくり） 
 （３）社会教育主事や社会教育行政職員、社会教育関係者等を対象にした研修の充実 

見通す とらえる 仕掛ける 巻き込む 練り上げる 

 地域課題の解決に向けた社会教育としてのアプローチ 

 課 題 解 決 に 資 す る 学 び の 機 会 

・社会教育の事業において、ＰＤＣＡサイクルに基づいた取組が多く実施され、評価を生かす等の成果 
・地域課題の解決に資する社会教育のプロセス 
 ①課題の発見・気づき → ②解決策の作成と戦略の決定 → ③プログラム・プロジェクトの編成 
 → ④実行 → ⑤点検・評価・修正案の作成 → ⑥新たな課題の発見・気づきへ 
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